
ひょうご環境保全創造活動助成 活動報告書 

団 体 名 特定非営利活動法人アスロン 

団体の所在地 神戸市東灘区 代表者名 井原一久 

 

１．事業名 神戸を守ろう「六甲山森づくり」プロジェクト 

2.実施期間 ２０１６年４月１日～２０１７年３月３１日 

3.主な実施場所 
「アスロン六甲の森」六甲山住吉川上流地区（神戸市東灘区西滝ヶ谷地区）17.1ｈａ 

「ノーブレスオブリージュの森の会」都賀川上流（神戸市灘区長峰山：15.38ｈａ） 

4.活動形態 

・団体立ち上げ ・普及啓発活動  ・実践活動  ・調査活動 

・環境パートナーシップ事業 (協働団体名：                       ) 

・その他（           ） 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

〔日帰りの森づくり活動〕 

４/１６(２２名)・５/14（９名）・６/18（14 名）・７/９（14 名）・７/23（15 名）・9/10(15 名)・10/8

（16 名）・11/12（15 名）・12/24（16 名）・1/14(15 名)・1/28（2９名）・2/25（16 名）・3/11

（16名） 

〔宿泊の森づくり・環境学習〕 

8/９〜10（87名＋ボランティア 14名） 

10/1〜２（30名） 

また年間で３４３名の参加者がご参加いただき、１０年間で３４５０名の参加者という目標

に向かって順調に進んでいる。 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

 

今回、夏キャンプは８７人の子どもたちが参加してくれたイベントとなった。小学生が宿

泊で環境保護のこと、森づくりのこと、昆虫や森の生き物のことなど様々な学習をする

機会になり、昨年と比べ参加者も大幅に増えたことが大きな成果だったと言える。秋キ

ャンプにもつながっていったと感じる。 

また日帰りの森づくりの活動に、発達障がい児を支援する団体から多くの参加者を得

たことが収穫だった。森づくりが健常者、元気で身体が動く方だけの取り組みではなく、

支援を必要とされる子どもたちでも、生き生きと有意義に楽しめるということが、今後の

活動の幅を広げることができたと感じる。 

反省点としては、参加者に発達障がい児の参加が増えたことで、様々な状態の子供が

おり、大人の支援がこれまで以上に必要だと感じる。中には森づくりの活動地まで体力

的にいくことが難しい子供もおり、その子どもたちでも楽しめる工夫をしなければならな

い。 

7.成果物 なし 

8.活動写真 

  説明 

川を渡って、力を合わせ明るい森づくり 

   

     


